
１．処理方法

1.1 入力データ

電子メール自動集計処理システムの出力フ

ァイルは、Excelの出力形式で、表の１行は、

図1.1のようなメールアドレス（学籍番号を

含む）、月日、曜日、時間、表題の項目から

なるレコードで構成されている。

このファイル内のレコードに対して、第１

キーを月日、第２キーを時間、第３キーをメ

ールアドレスとして、ソートを行う。

1.2 出席情報に必要な項目

出席状況を集計するために必要な情報を決

定する必要がある。1学期を1単位として集計

する（約15週）。1週間を単位とし、その曜日

と時限（授業開始時間と終了時間）を確定す

ることにより、担当教員の授業科目が決定さ
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前年度開発した電子メール自動集計処理システムの応用として、学生の授業への出席

状況を自動集計するシステムの開発をすすめた。学生が授業へ出席した際に、メールで

その旨を担当教員へ伝える。その情報をメールボックス内のヘッダーの情報から抽出し、

これを自動集計することにより、学期終了時点で自動的に出席表を作成するプログラム

の開発を目指した。これは、学生の氏名と日時が正確に記録されている情報を用いるこ

とにより、曜日、時間から授業科目の特定化が一意に確定される。またこのようなシス

テムを用いることにより､授業の効率化が図られる。
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れる。

1.3 授業科目単位のファイル作成

各学期を単位として、授業科目ごとのシー

トを作成する。そのためには曜日と時間のパ

ラメータに基づき科目が決定され、ブロック

化されたシートが作成される。

1.4 ダブリの除去

1.3の処理により必要なデータを集計するこ

とはできたが、実は余分なデータが含まれて

いる可能性がある。それは、学生が同一授業

時間内に必ずしも、1回だけのメール発信に

どまらず、複数回念のため発信することが、

実際には発生している。したがって、これを

除去する処理が必要となる。

1.5 出席表の作成

1.4のデータをExcelのピボットテーブル機

能を用いて、出席表を作成する。

２．処理の手順

2.1 マクロの記録

Excelで行う処理は、その処理単位ごとに、

手動でパラメータを入力していく、その際に

その処理を自動的にマクロプログラムとして

記録することができる。これは、全体のプロ

グラムを作成していく上で、大変便利な機能

であり、プログラムの効率的な作成が行える。

図2.1にその設定図を示す。

2.2 レコードのソート

以下の処理を効率よく行うために、1.1で述

べたように、Excel表のメールアドレス（以

後、IDとする）、月日、時間の各欄に対して、

キーの優先順位を与えてソートを行う。これ

は、すでに電子メール自動集計処理システム

の出力がソートされていることを確認するた

めである。
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図1.1 電子メール自動集計処理出力の例



2.3 科目別シートの作成

科目別シートを作成するためにExcel形式

の表に対して、オートフィルタ処理を行う。

抽出条件として曜日と時間範囲を設定する。

その手順は、まずフィルタのオートフィル

タを選択し、起動させる。この状態を図2.2

に示す。ここで、データに含まれる項目が表

示される。項目の中から該当する曜日を選択

する。

例えば、今、火曜日が選択されている。こ

の状態を図2.3に示す。

つぎに、授業科目を決定するために、時間

範囲の設定を行う。すなわちオートフィルタ

オプションで、抽出条件として、例えば､

13:00以上、14:30以下を指定する。この状態

を図2.4に示す。

設定が完了し、実行されると1学期のある

科目について出席回数が日時の順で表示出力

される。この状態を図2.5に示す。

抽出されたデータをコピー機能を用いて、

手動でコピーし、科目別のシートを作成する。

科目別シートは第1キーを ID、第2キーを曜

日、第3キーを時間としてソートを行う。そ

の状態を図2.6、図2.7に示す。

2.4 ダブリのチェックプログラム作成

1.4で述べたように、学生が１つの授業科目

時間内に、誤って複数回メールを行うことが

よく発生する。このダブりを除去しないと正

確な出席データとはならない。この部分の処

理プログラムは、Excelの機能が利用できな

い。そのために、この部分のプログラムを

Visual Basicで作成し、リンクさせる方法を用

いた。
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図2.1 マクロの記録
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図2.2 オートフィルタの起動

図2.3 曜日の設定
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図2.4 時間範囲の設定

図2.5 出席回数の表示結果
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図2.6 抽出データのコピー

図2.7 科目別シートの作成



ダブっているレコードの検索と、フラグ建て

隣合う２つのレコードAとBに対し、その

IDと日付を比較し、同一の場合は、Bのレコ

ードにフラグを建てる。その処理の流れ図を

図2.8に示す。また、その処理結果を図2.9に

示す。
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図2.8 ダブリにフラグを建てる処理
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フラグが建っているレコードの除去

フラグの建っているレコードを検索し、こ

れを除去したシートを作成する。この処理の

流れ図を図2.10に示す。また、その処理結果

を図2.11に示す。

2.5 各シートから出席表作成。

ダブりが除去された出席データに対して、

出席表の作成を行う。これは、Excelのピボ

ットテーブルを用いて、IDを縦軸（行）、日

付を横軸（列）として、科目別の出席表を作

成する。そのパラメータの設定は、手動で行

う。この処理も2.1と同じように自動的にマ

クロプログラムとして記録する。その手順を

図2.12に示す。

つぎに、ピボットテーブルの起動を行う。

この状態を図2.13に示す。

ピボットテーブルウイザードが表示され使

用するデータのある場所を選択する。この状

態を図2.14に示す。

つぎに使用するデータの範囲を指定する。

この状態を図2.15に示す。

次にピボットテーブルの行エリア、列エリ

ア、データエリアに｢MailAddres｣、｢Date｣、

｢Time｣のフィールドボタンをドラックする。

その状態を図2.16に示す。

次に作成された出席表の出力先のワークシ

ートを指定する。その状態を図2.17に示す

作成された出席表の出力テーブルを図2.18

に示す。
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図2.9 フラグを建てた結果
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図2.10 フラグの除去処理
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図2.11 ダブリを除去した結果

図2.12 マクロの記録
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図2.13 ピボットテーブルの起動

図2.14 使用するデータの選択



筑波女子大学紀要５ 2001

－ 240－

図2.15 使用するデータの範囲選択

図2.16 各エリアの設定
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図2.17 ピボットテーブル作成先の指定

図2.18 作成された出席表



３．実行プログラム

プログラムは、3段階のモジュールからな

る。

3.1 科目別シートの作成

この部分は、Excelを起動し、パラメータ

を手動で設定し、これをマクロプログラムと

して、記録したものである。その作成された

プログラムの一部を図3.1に示す。
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図3.1 科目別のシート作成プログラム



3.2 ダブリの削除

この部分については、前述したように

Visual Basicで作成した。これを図3.2に示す。

3.3 出席表の作成

この部分は、3.1と同様に、Excelを起動し、

パラメータを手動で設定し、これをマクロプ

ログラムとして、記録したものである。記録

されたプログラムの一部を図3.3に示す。
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図3.2 ダブリ除去処理プログラム



４．実行とその結果

現段階での実行は、電子メール自動集計処

理システムの出力をファイルとして受け取

り、これを入力データとし、各モジュール間

は、ファイルの形で受け渡しを行っている。

また、第一段階の科目別シートの作成と第三

段階の出席表の作成の段階では、Excelを起

動し、パラメータを人間が設定する形をとっ

ている。

最終結果が図4.1で示されたように学期を

単位とし、シートの形で表示出力された縦軸

に学籍番号、横軸に授業日をとり、学生が出

席した日のところに１が入いった形式の出力

となっている。

５．考察

今回の処理方法により、電子メールによる

学生からの出席報告により、一応学期単位の
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図3.1 科目別のシート作成プログラム



出席表の自動作成の基本動作が確認された。

しかしこのシステムを汎用的に利用するため

には、出来るだけ自動化することを心がける

必要がある。そのためには、ヘッダー処理の

部分と今回の各モジュールを結合して、一体

化したシステムとする必要がある。また、利

用者（教員）が、パラメータとしての曜日、

時限の挿入する際に、これを簡便なものにし

なければならない。さらに、学籍番号と氏名

のテーブルをリンクすることにより、氏名別

の出席表の出力が可能となる。さらに、将来

は、遅刻・早引きあるいはそれ以外のパラメ

ータも挿入することにより、より多くのデー

タを一括収集可能なシステムへの拡張を考え

ている。
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図4.1 科目別出席表


